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概要
• Felixボードを別のPCから操作するためにRPC(Remote Procedure 
call、遠隔手続き呼び出し)という。

•前回とは違うRPCを使ってみた。
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前回の内容
• RPC（リモートプロシージャコール）と呼ばれる技術を使う。

• RPCとは、ネットを通じて、あるPCから別のPCに処理を依頼したり、
結果を返したりすること。

• PythonにRPCを簡単にできるライブラリがある。これを使ってみた。

PC１ PC2

PC２で計算してく
れ

計算結果です



今回試したこと

廊下

物理的に離れているテストベンチのPCに命令を送り、値を返してもらう実験

テストベンチ（実験室）

(サーバー)

部屋

今井のブース
(クライアント)

@理研



準備

テストベンチ（実験室）

(サーバー)

サーバー側に、左のPythonスクリプトを⽤意する。

あらかじめ、使う関数を定義しておく

関数を登録

rpc_server.py 

時間(s)      加速度(x) 加速度(y) 加速度(z) 加速度(abs) 

サーバにtxtデータがある。



準備 クライアント側に、左のPythonスクリプトを⽤意する。

部屋

今井のブース
(クライアント)

rpc_client.py



実行
サーバー側
（テストベンチPC）

クライアント側
（今井PC）

1. $ python3 rpc_server.pyでプログラムを実⾏させる。
→ 準備OK

2. $ python3 rpc_client.pyでサーバー側に登録されて
いる関数を使う

⾒かけ上、サーバー側にある関数を importし
て使っているように⾒える

しかし、計算をしているのは、
サーバー側

サーバー側にしかデータがない。



RPCについて
• RPCには様々なものがある。

1. xmlrpc
2. json-rpc
3. Mprpc
4. gRPC

• sPHENIX側から指定は無い。
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gRPCを使うための手順 フロー
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first_grpc.proto

first_grpc_pb2_grpc.py first_grpc_pb2.py

riken_intt_sever.py riken_intt_client.py

import
(include)

compile

サーバ側に保存 クライアント側に保存

自分で用意する

自分で用意する

1. .protoファイルで
通信のインターフェースを定義する。

2. 自動生成されたファイルを用いて通信
を実装する。何をやりたいか実装する。



first_grpc.proto

11



riken_intt_sever.py
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.proto

riken_intt_sever.pyで

関数の実装
サーバーを立てる？ことをする。



riken_intt_client.py
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クライアントはサーバに問い合わせることをする



結果
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計算しろ


